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先行事業の
項目 H24 H25 H26 H27 研究エリア ユニット H28 H29 H30 H31 H32 H33 本事業で期待される成果

東北地方太平
洋沖における
海溝型地震・
津波の調査

海溝型巨大
地震・津波の
発生メカニズ
ムの解明
【場】

ハザード
評価

被害予測
と軽減

自然災害デジ
タルアーカイブ
システムの構
築・運用

自然災害デ
ジタルアーカ
イブシステム
の構築・運用
【情報】

アーカイブ

防災教育
人材育成

被災地支援
学の創成と
被災地支援
技術の実装

災害統計
GC

被災地支援・
受援を効率
化する社会
システム構
築
【人・組織】

減災復興
支援技術

危機対応
情報処理

東日本大震
災の被害実
態解明，セン
シング・モニ
タリング技術
と地震・津波
警報システム
開発

次世代地震・
津波警報シ
ステムの社
会実装とレ
ジリエンスの
向上
【もの】

情報・人的
被害軽減

レジリエン
ス・ロボット

災害対応ロ
ボット・除染技
術の確立 広域・複合災

害・マルチハ
ザード対応
型災害医学・
医療の確立

【心と身体
の健康】

災害と
健康

広域巨大災
害対応型災
害医学・医
療の確立

総合的減災
システムの
提案

総合的減災
システムの
提案
【地域社会】

減災システ
ム提案

減災システ
ム実装

東北地方太平洋沖地震・津波災害の実態解明と被災地の復興支援

海底GPS観測点で
の地殻変動の検出

地震活動・地殻変動
の統計学的解析

の統合的ハザード評価の確立
大規模地震・津波・火山噴火

の統合的ハザード評価の確立

リアルタイム地球観測と最先端IT技
術に基づく災害予測手法の実装

東北地方太
平洋沖地震・
津波発生メカ
ニズムの解

明

東北日本の集中観測に基づく海東北日本の集中観測に基づく海
溝型地震発生サイクルの解明

災害時の活用を考慮したデジタ
ルアーカイブの国際標準化

東日本大震災の記録・記憶・教訓を
伝承するアーカイブの構築と運用

標準化
デジタルアーカイブのメタデータの

標準化

災害レスキューロボット技術の
高度化と被災地支援

除染技術の開発と被災地支援

東北地方太平
洋沖地震・津
波による被害
過程の解明

リモートセンシングと空間情報処理によ
る被害把握

被害実態に基づ
く津波被害関数
の構築と減災効

果の評価

地震時の面的地震動
把握と建物被害調査

災害認知・避難行動
の効果性の向上

広域ロジスティクス
計画と実施技術の確立

復興まちづくりのモニタリングと
課題抽出

被災地支援の法
制度の確立

歴史資料の保全
と教訓の抽出 災害統計の収集・蓄積技術

の提案と試行

効率的な広域支援・受援の
ための社会システム確立

アーカイブを活用した防災教育の
高度化と人材育成システムの確立

センシング情報と予測情報を
活用した危機対応技術開発

震災時救急医療の課題と医療情報
システムの要件分析

災害感染症対応，
災害が母子に及
ぼす影響分析 広域複合災害・マルチハ

ザード対応型保健医療体制
の提案と基盤情報技術開発

広域・複合災害の被災者の
心身への影響の実態把握

被災地保健衛
生システムの

基盤構築

災害ストレスの緩和・低減のための心のケア

先進的情報・医療技術を統
合した広域複合災害・マルチ
ハザード対応型保健医療体

制の実装

広域・複合災害の
総合的減災システムの提案

構造物の減災技術開発

巨大災害の減災システムの提
案

大
震
災
の
教
訓
に
基
づ
く
実
践
的
防
災
学
の
確
立
と
国
際
展
開

・大規模地震・津波・火山噴火の統合
的ハザード評価の体系化

・リアルタイム地球観測と最先端IT技
術の融合による災害予測手法と情
報インフラの提案

・巨大データベースによる防災情報シ
ステムへの活用指針の構築

・災害時に適切な判断と行動を促す力
形成のための防災教育の確立

・科学的な防災・減災政策の基礎とな
る災害統計収集，蓄積，分析体
制構築への貢献

• 次世代地震・津波警報の有効活用
による人的被害の最小化技術の提
案

• 多重防御機能を有するレジリエンス
デザインの提案

• 減災・緊急対応・除染・復旧を高効
率化、安全化するロボット技術の開
発

・広域・複合災害発生後の災害対応・
被災者救援の基盤技術の提案

・センサネットワーク・観測ビッグデータ
とシミュレーション技術の融合による
災害シナリオの即時配信

・母子・高齢者・障がい者等を含む被
災者の長期的健康をサポートする保
健医療体制の提案
・広域巨大災害・マルチハザード（放
射線・生物・化学物質など）に即応で
きる医療情報基盤・災害保健医療シ
ステムの開発
・被災者の健康被害の客観的評価と
身体的・精神的疾病予測の技術開発

・ハード・ソフト融合した減災システムの構
築

・災害からの「回復力」強化への貢献

東日本大震災アーカイブの構築・
運用と，防災教育教材への活用
東日本大震災アーカイブの構築・
運用と，防災教育教材への活用

センシング情報と予測情
報の活用方法の高度化

災害ストレス・感染症の生体反
応測定技術開発

災害による精神的・身体的健
康被害把握技術の社会実装と
国際展開

広域・複合災害への備えの体系化と地域社会への実装

マイクロゾーニングと振動制御技マイクロゾーニングと振動制御技

術による都市の耐災害性向上

次世代早期地震警報・
津波減災システムの

社会実装および国際展開

都市のフェイルセーフ機能
向上のための減災施設の

多重配置法の確立

社会基盤施設と建物の被害予測
技術の高度化と予測の精緻化

ハザード情報からリスク予測
の
ハザード情報からリスク予測
の手法の提案と利活用

次世代早期警報次世代早期警報
システムの技術

開発

減災・緊急対応・除染・復旧に
資するロボット技術の高度化

複合災害・マルチハザード対応型
ロボットの開発と社会実装

減災システムの社会実装

災害統計の収集・蓄積体制
の一般化と国際展開

センシングネットワークデータ
とシミュレーションとの同化に
よる災害シナリオの即時予測

教育手法の開発
災害認知と歴史的・文化的背景
を踏まえた防災教育手法の開発
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アトピー性皮膚炎

被災経験なし 3.4％ ｐ＜0.03

被災経験あり 4.8％ RR 1.67

喘息

被災経験なし 3.3％ ｐ<0.0001

被災経験あり 6.3％ RR 2.11

読売東京

2014年11月4日

災害公衆衛⽣学分野
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東北メディカル・メガバンク計画

地域子ども長期健康調査 概要と結果

平成24-平成25 調査実施地域

平成25-平成26 調査実施地域

平成26-平成27 調査実施地域

調査概要

• 小学校２，４，６年生、中学2年生に学
校で調査票を配布、郵送で回収

• 平成24-平成27年度に、調査対象地
域の全公立小中学校で実施

• 主にアレルギー症状や、こころの状
態などを、震災体験と共に質問

• 28市町村から要望を受けて実施

結果

• 62,895通の調査票を配布、17,043通
を回収。1,600件以上の電話相談と、
100件以上の面談での支援で、有所
見の子どもの保護者をサポート

• アトピー性皮膚炎の症状、こころの所
見が、津波や住居環境の変化を経験
した子どもがしない子どもに比べて高
かったが、時間経過とともに軽減

調査を受けて

• 保護者「これまでどこに相談したらよ
いかわからなかった、方向性を相談
出来て本当に良かった」

• 自治体「児童生徒の心身の健康課題
に対応をしていただいていることに対
して感謝申し上げます。」

災害公衆衛⽣学分野



震災後、被災地女性に月経不順や不正出血は増えたか?
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Miyagi Oosaki Ishinomaki Kesennuma

Genital bleeding 
at post‐menopause

2010 2011 2012

（%）

閉経後の女性で

震災年は、
被災地で不正出血が増加。

翌年には、平年並みに。

炎症、ホルモン異常などが
誘因になった可能性がある

災害産婦⼈科学分野



PTGI-C-R PTSSC15

n Average SD Average SD

法事や慰霊祭
への参列

参列できる 1,689 17.0 7.5 19.1 13.5 

参列
できない

18 13.9 7.7 19.2 13.4 

参列が不要 1,582 16.0 7.5 22.4 16.1 

メディア
視聴

よく見る 68 17.7 7.4 19.1 13.8 

たまに見る 955 17.0 7.4 19.5 13.6 

あまり
見ない

2,118 16.3 7.5 18.4 13.1 

見ない 171 15.4 7.4 19.8 13.5 

震災記憶への再暴露を避けない子どもの心的外傷後成長は有意に高い。

震災記憶への態度と⼼的外傷後成⻑

Yoshida et al 2016災害精神医学分野



(Impact of Event Scale-Revised: IES-R≧25)

七ヶ浜町健康増進プロジェクト
年次調査による震災後のこころの健康の変化

災害精神医学分野



感染症危機管理におけるウイルス迅速診断

 治療薬があるウイルスに対するPCRを⽤いた迅速診断（3時間検査）
ヘルペス脳炎
サイトメガロ肺炎・・・ウイルス定量化による治療効果判定

 研究⽬的の不明熱の病原体・炎症組織の検索

新興・再興病原体に応⽤可能
メディカルメガバンク機構と共同で新規微⽣物検索

東北⼤学⼤学院医学系研究科
宮城地域医療⽀援寄附講座

東北⼤学病院 賀来教授との共同業務・研究で既に５年の実績

感染症対応システム
研究

災害感染症学分野



エボラウイルスに対する治療薬開発研究

平成26年から富⼠フイルム・富⼭化学と共同研究（サイエンスアドバイザー）
海外P4施設との共同研究

347:995-8, 2015 

緊急開発が必要なアウトブレークに迅速に対応

東北⼤学⼤学院医学系研究科
宮城地域医療⽀援寄附講座

感染症対応システム
研究

災害感染症学分野



患者放射線障害回避のためのリアルタイム被曝線量計の開発

災害放射線学分野



災害医療時のX線撮影のための⾼電圧装置の開発

災害放射線学分野



Saliva sampling

Measurement
of expression
profiling

amplification

RNA extraction

被災地で採取し易い唾液によるストレス評価法の開発

災害精神医学分野



⼼的外傷後ストレス障害に有効な治療法の開発

災害精神医学分野
・災害公衆衛⽣学分野



災害国際医療協⼒分野

医療機関の受援計画に関する実態調査



「災害と健康」学際研究推進セミナー



災害精神医学分野、災害医療国際協⼒学分野、
津波⼯学研究分野、国際防災戦略研究分野、
防災社会システム研究分野、災害復興実践学分野

精神科医療機関の病院の被害と対応に関する課題調査



Kobayashi et al 2016

災害精神医学分野、災害産婦⼈科学分野、
津波⼯学研究分野、災害アーカイブ研究分野
UCL-IRDR

周産期の⼥性の精神的健康に配慮した災害時⽀援
–東⽇本⼤震災を経験した⺟親と地域ヘルスケア従事者への調査-

災害時の周産期⼥性への⽀援に関する提⾔



広域被害把握研究分野、地域安全⼯学研究分野、
災害医療国際協⼒学分野、災害精神医学分野



JICAとの共同事業

政府を代表して国際協⼒・⽇本政府開発援助（ODA）を⾏う機関

チーム発⾜に関与
作業部会委員（検査・診断分野）として

• 科学的サポート
• 国家事業からの国際貢献
• 積極的なチームへの参加

これまで

感染症対策チーム
がなかった︕

東北⼤学⼤学院医学系研究科
宮城地域医療⽀援寄附講座

感染症対応システム
JICAとの連携

災害国際医療協⼒分野・災害感染症学分野・災害精神医学分野



東北⼤学病院・メディカルメガバンク機構・地域拠点病院との連携

感染症診療・パンデミックへの備え

平成25-27年8⽉1⽇〜11⽉30⽇

県⽴循環器呼吸器病センター⽀援
（呼吸器診療部⻑）

• 宮城県唯⼀の指定感染症病床（第2種・結核）
医学系研究科・⼤学病院・メディカルメガバンク機構との連携で診療

• 排菌性結核の診療
悪性腫瘍・糖尿病・膠原病・COPD・⾻髄異形成など

• 頻回な多職種カンファランス

東北⼤学⼤学院医学系研究科
宮城地域医療⽀援寄附講座

陰圧感染制御病床（⻄16階病棟2床）
第1種感染病床（平成29年度完成予定）

における
バイオセーフティ・バイオハザード

管理・運営に従事

感染症対応システム
感染症診療

災害感染症学分野



災害放射線学分野、災害産婦⼈科学分野、災害医療国際協⼒分野、
災害精神医学分野、災害公衆衛⽣学分野、災害⼝腔科学分野



IRIDeS災害と健康ユニット熊本地震現地訪問

医学部⻑
との⾯談

公衆衛⽣学
分野⾯談

精神医学分野
との⾯談

益城病院
との⾯談

東北⼤学病院DMATの活動

災害医療国際協⼒学分野、災害公衆衛⽣学分野、災害感染症学分野、
災害放射線学分野、災害精神医学分野



トリュブバン⼤学医学部 学部
⻑Rakesh Shrivastav 教授と
の学術協定・共同研究の打ち
合わせ

トリュブバン⼤学医学部精神科
Ojha 教授とメディアを介した
震災以降のメンタルヘルス⽀
援・普及啓発活動の紹介

トリュブバン⼤学医学部精
神科 Ojha 教授およびその
研究グループとの共同研究
打ち合わせ

ネパール国 トリュビュバン⼤学医学部との
ネパール地震後の対応に関する連携・共同体制の構築

・ネパール地震による被災住⺠のメンタルヘルスの実態の把握
・メンタルヘルス教育プログラムの策定と効果判定
・メンタルヘルスの社会認知の評価とプロモーションのあり⽅

Collaborative relationship with Institute of Medicine (IOM), 
Tribhuvan University, Nepal on Disaster Response for the 2015 Nepal Earthquake

災害医療国際協⼒分野・災害精神医学分野・災害公衆衛⽣学分野



災害医療国際協⼒学分野、災害精神医学分野、社会連携オフィス



災害医療国際協⼒学分野、災害精神医学分野



災害と健康プロジェクトユニットHP www.irides-pudh.med.tohoku.ac.jp


